
入 札 心 得 

 

 桜井市が発注する一般競争入札及び指名競争入札を行う場合における取扱いについては、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、地方自治法

施行令（昭和２２年政令第１６号）、桜井市契約規則（昭和４４年桜井市規則第３号）その他法令に定めるもののほか、別に定める要領等及びこ

の心得の定めるところによるものとする。 

 この心得に定められた取扱いであっても、一般競争入札の公告又は指名競争入札の入札通知書（又は指名通知書。以下同じ。）等（以下「入札

通知書等」という。）に指示がある場合は入札通知書等の指示する取扱いによる。 

 

１. 入札会場においては、静粛にしなければならない。 

 

２．競争入札に参加しようとする者（以下「入札参加者」という。）は、仕様書、入札通知書等を熟覧し、入札に参加しなければならない。 

 

３. 入札参加者又はその代理人（以下「入札者」という。）以外の者は、入札会場に立ち入ってはならない。なお、入札者は、入札参加者１者

につき１名とする。 

 

４. 入札者が入札しようとする場合は、入札担当職員（入札執行者含む。以下同じ。）に入札通知書など入札参加者であることが確認できる書

類を提示すること。また代理人の場合は、その委任状を提出しなければならない。 

  

５．入札書は、１件ごとに別の用紙とすること。入札は、１件につき１入札参加者１通とすること。 

  

６．入札金額は、アラビア数字で記入すること。 

  

７．年月日は、入札の実施年月日を記入すること。住所・業者名・氏名等は入札参加資格審査申請をされたとおりに記入し、届け出た使用印

鑑（代理人の場合は代理人の印鑑）を押印すること。 

 

８. すでに投函した入札書の引き替え、変更又は取り消しは認めない。 

  

９．入札者は、入札会場においては、入札担当職員の指示に従わなければならない。入札担当職員は、入札者が指示に従わないおそれがある



と認められるとき、入札に関し不正若しくは妨害の行為をするおそれがあると認められるとき又はこれらの行為をしたときは、当該入札者

に対し、入札会場への入場の拒否又は入札会場からの退場を命じることができる。 

入札会場では、携帯電話の使用を禁止する。携帯電話を持ち込む場合は電源を切るかマナーモードに設定すること。 

 

１０. 入札者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）等に抵触する行為を行ってはならない。 

  

１１．入札者は、入札に当たっては、競争を制限する目的で他の入札者と入札価格又は入札意思についていかなる相談も行わず、独自に入札

価格を定めなければならない。 

  

１２．入札者は、落札者の決定前に、他の入札者に対して入札価格を意図的に開示してはならない。 

 

１３. 入札者は、入札書を投函するまではいつでも入札を辞退することができる。また入札を辞退した者は、これを理由として以後の指名等

について不利益な取り扱いを受けるものではない。 

 

１４．次の各号に該当する入札は、無効又は失格とする。 

（１） 入札書、入札用封筒類（以下「入札書等」という。）に記名押印を欠く入札 

（２） 入札書等が鉛筆、シャープペンシル又は消せるボールペンなど容易に消せる筆記具によって記入された入札 

（３） 入札書等の重要な文字の誤脱等により必要な事項を確認できない入札 

（４） 入札金額の訂正した入札若しくは判読しがたいと認められる入札 

（５） 委任状を持参しない代理人の行った入札 

（６） 同一の入札について同一入札者がなした２以上の入札 

（７） 同一の入札について他人の代理人を兼ね、又は２者以上の代理をした入札 

（８）  入札保証金を要する場合において、これを納付せず、又はその金額に不足がある入札 

（９）  遅刻又は欠席した者の入札 

（１０）入札に参加する資格のない者の行った入札 

（１１）虚偽の申請をした者の行った入札 

（１２）入札に際して公正な入札の執行を害する行為をなした者の入札 

（１３）入札に関し談合等の不正行為をした者の入札 

（１４）入札担当職員の指示に従わない等入札会場の秩序を乱した者の入札 



（１５）その他入札に関する指定事項や条件に違反した入札 

１５． 落札者の決定は、予定価格の制限の範囲内で最低（収入の原因となる契約にあっては最高。以下同じ）の価格で入札をした者とする。

ただし、予定価格の制限の範囲内で最低の価格で入札した者の入札価格によっては契約内容に適合した履行がなされないおそれがあると認

められるとき、又は公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当と認めるときは、予定価格の制限の範囲内で最低の価

格で入札をした者を落札者とせず、予定価格の制限の範囲内の価格で入札をした他の者のうち最低の価格をもって入札をした者を落札者と

することがある。 

   落札者となるべき同価格の入札をした者が２者以上あるときは、当該入札をした者にくじを引かせて落札者を決定する。当該入札者はく

じ引きを辞退することはできない。 

 

１６．開札をした結果、予定価格の制限の範囲内の価格の入札をした者がいないときは、直ちに再度の入札を行うことができる。この場合に 

おいて、再度の入札は、１回（初回を入れて計２回）とする。ただし、事前に回数を指定する場合は、この限りでない。 

   初回の入札に参加しなかった者及び当該入札が無効となった者は再度の入札には参加することはできない。 

 

１７．落札価格は、入札書に記載された金額に、当該額の１００分の１０に相当する金額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数がある

ときは、その端数を切り捨てた金額。ただし、単価契約で小数点以下の金額をもって落札価格とする場合を除く。）であるので、入札書に

記載する金額は、入札参加者が消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税業者であるかを問わず、見積もった金額の１１０分の

１００に相当する金額とすること。ただし、入札通知書等で別に定めた場合は、この限りでない。 

 

１８．落札者が契約を締結するまでの間に、桜井市から入札参加者の資格制限又は入札参加停止措置を受けた場合は、契約をしない場合があ

る。 

 

１９．入札執行中に通常予想することができない事象等が発生し、規則等の規程によって即時に対処できない等の状況がある場合、又は著し

く低価格の応札がなされた場合は、落札決定を保留することがある。 

 

２０．不正な入札が行われるおそれがあると認められるとき、又は災害その他やむを得ない理由があるときは、入札執行を中止し、入札期日

を延期し、又は無効とすることがある。この場合、入札執行の中止又は延期による損害は、入札者の負担とする。 

 

 



別添１ 

 

 

暴力団排除に関する誓約事項 

 

 

当社（個人である場合は私、団体である場合は当団体）は、下記のいずれにも該当しません。また、当該契約満了までの将来においても該当

することはありません。この誓約が虚偽であり、又この誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てま

せん。以上のことについて、入札書の提出をもって誓約します。 

また、暴力団関係該当の有無を照会するため、役員等情報を所轄警察署に提供することについて同意します。 

 

 

記 

 

 

１． 法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人である場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を

締結する事務所をいう。）の代表者、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与しているものをいう。）が、暴力団（暴

力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ）又は暴力団

員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）である。 

 

 

２． 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的、または第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用

するなどしている。 

 

 

３． 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力

し、若しくは関与している。 

 

 



４． 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している。 

 

 

５． この契約に係る下請け契約又は資材、原材料の購入契約等の契約に当たって、その相手方が１から４のいずれかに該当することを知りな

がら、当該者と契約を締結している。 


